
Facebook 配信中！
今すぐアクセス!!

牧之原市議会だより

か け は し
令和元年11月15日発行

56
９月定例会号

勝間田小学校稲刈り体験

平成30年度決算を全て認定！（９月定例会）…………４

９議員が市長に問う！（一般質問）……………………８

市政における課題解決へ！（提言書提出）……………18



3 2まきのはら議会だより　第56号
令和元年11月15日 発行

まきのはら議会だより　第56号
令和元年11月15日 発行

〜
議
員
か
ら
の
意
見
〜

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て

人
員
整
理
の
可
能
性
は

税
金
徴
収
の
公
平
性
は

ス
ル
ガ
銀
行
の
安
全
性
は

旧
氏
を
２
つ
付
け
る
こ
と
は

損
害
賠
償
額
の
算
出
方
法
は

条
文
の
必
要
性
は

保
育
士
へ
の
対
応
は

昇
給
制
度
の
内
容
は

議
案
へ
の
主
な
質
疑

※
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に

伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

森
林
整
備
や
保
全
、
人
材
育
成
、
木
材

の
利
活
用
促
進
を
図
る
事
業
に
活
用
す

る
基
金
を
作
る
も
の
。

指
定
金
融
機
関
に
「
ス
ル
ガ
銀
行
株
式

会
社
」
を
指
定
す
る
も
の
。

住
民
票
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
へ
旧
氏

を
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
。

平
成
31
年
２
月
に
発
生
し
た
漏
水
事
故

に
対
し
て
損
害
賠
償
額
を
定
め
る
も
の
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
よ

り
、
人
員
整
理
が
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
か
。
ま
た
期
末
手
当
は
制
度

発
足
と
同
時
に
支
給
さ
れ
る
か

人
件
費
削
減
を
目
的
に
人
員
整

理
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、

期
末
手
当
は
初
年
度
か
ら
支
給
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

任
用
の
募
集
人
数
に
は
定
員
が

あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
今
ま
で

雇
用
さ
れ
て
い
た
人
が
再
度
任
用
さ
れ

る
保
障
が
な
い
の
で
は

森
林
環
境
税
は
１
人
当
た
り
年

間
１
０
０
０
円
を
住
民
税
の
均

等
割
に
上
乗
せ
徴
収
す
る
。
こ
れ
は
応

益
原
則
に
照
ら
し
て
、
公
平
公
正
で
は

な
い
の
で
は
な
い
か

国
の
森
林
を
支
え
る
と
い
う
制

度
設
計
で
あ
り
、
公
平
公
正
に

定
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
指
定
金
融
機
関
が

ス
ル
ガ
銀
行
と
な
っ
た
場
合
、

現
在
と
対
応
が
変
わ
る
の
か

牧
之
原
市
の
資
金
運
用
基
準
は

格
付
、
株
価
、
自
己
資
本
比
率

等
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ス
ル
ガ

銀
行
の
現
状
で
は
、
預
金
全
額
が
保
護

さ
れ
る
無
利
息
の
決
済
用
預
金
の
み
預

入
可
能
と
な
る
。

現
在
の
ス
ル
ガ
銀
行
の
格
付
け

は
Ｂ
Ｂ
Ｂ
で
あ
り
、
資
金
を
運

用
す
る
た
め
に
は
低
い
ラ
ン
ク
で
あ
る
。

十
分
気
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
思
う
が

仮
に
格
付
け
が
Ａ
に
な
っ
て
も

会
社
の
運
営
状
況
は
常
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

婚
姻
、
離
婚
等
を
繰
り
返
し
た

場
合
に
旧
氏
を
２
つ
付
け
る
こ

と
は
で
き
る
か

以
前
に
登
録
し
た
旧
氏
を
変
更

し
て
登
録
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
最
新
の
も
の
を
１
つ
し
か
登
録
で

き
な
い
。

損
害
賠
償
額
の
算
定
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
た
の
か

庭
木
が
傾
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、

事
故
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て

い
る
造
園
業
者
１
社
か
ら
見
積
も
り
を

取
り
算
定
し
た
。

事
前
の
説
明
で
は
、
本
市
に
お

け
る
使
途
の
考
え
方
・
取
り
組

み
予
定
が
示
さ
れ
た
。
予
定
に
な
い
の

な
ら
ば「
人
材
育
成
、
木
材
利
用
の
促

進
」の
記
述
は
必
要
な
い
の
で
は

元
と
な
る
法
律
に
規
定
が
あ
り
、

今
後
は
活
用
す
る
可
能
性
も
あ

る
た
め
盛
り
込
ん
だ
。

保
育
士
は
嘱
託
職
員
で
も
ク
ラ

ス
に
入
り
、
正
規
職
員
と
同
様

の
仕
事
を
し
て
い
る
。
本
制
度
に
よ
り

任
用
さ
れ
な
い
心
配
も
あ
る
が

保
育
園
で
は
、
子
ど
も
の
数
が

毎
年
変
化
す
る
た
め
正
規
職
員

と
嘱
託
職
員
は
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
る
。

保
育
士
に
関
し
て
は
３
年
や
５
年
の
任

期
付
採
用
も
検
討
し
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
再
度
任

用
時
も
、
常
勤
職
員
の
昇
給
制

度
と
の
均
衡
を
考
慮
し
、
４
号
級
程
度

の
昇
給
が
な
さ
れ
る
の
か

同
一
の
種
類
の
職
に
任
用
す
る

場
合
で
あ
れ
ば
、
４
号
給
の
号

給
調
整
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

必
要
人
数
が
あ
る
た
め
、
任
用

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。

現
在
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
が
、
制
度
変

更
後
も
任
用
さ
れ
続
け
る
保
障
は
な
い
。

問問

問問

問

問

問 問

問 問

答答

答答

答

答

答

答 答 答

・
ス
ル
ガ
銀
行
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

か
ら
心
配
す
る
声
が
あ
っ
た
が
、
市

が
同
行
と
取
引
す
る
こ
と
で
、
金
融

機
関
の
信
用
回
復
に
も
繋
が
る
の
で

は
な
い
か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
慎
重

で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
民
間

企
業
に
対
し
、
市
が
信
用
力
を
付
け

さ
せ
る
た
め
の
努
め
を
果
た
す
こ
と

に
共
感
し
た
。

用 語 解 説
同一労働同一賃金の観点から、令和２年４月より導入される制度です。制度開
始により、現在、市役所で働いている嘱託職員、臨時職員は「会計年度任用職
員」に統一されます。
会計年度任用職員は、雇用期間が１年となり、採用にあたっては選考試験が必
要になります。一方で、給料や期末手当などについては、正規職員と同様の方
法で算出されるようになり、牧之原市の場合、実質的には引き上げられること
となります。

市議会は、市や実行委員会が一体となって取り組んでいる田沼意次侯
を活かしたまちづくりの趣旨に賛同し、令和元年９月定例会において、
田沼家の家紋をイメージした法被を着用し応援してまいります。
また、来年度以降も意次侯にシティプロモーションの一翼を担ってい
ただき、全国に継続的にＰＲするための積極的な政策提言を行うこと
で、市議会として更なる機運醸成や啓発に取り組んでいくことを宣言
いたします。

※会計年度任用職員制度

田沼意次侯生誕300年 議会宣言！

森林環境の保全にむけて

９月
定例会

こ
ん
な
こ
と
が話

し
合
わ
れ
ま
し
た
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討 論

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額

　　　　一 般 会 計 218億7618万1594円 207億5622万5464円

　　　　国民健康保険特別会計 54億5367万5579円 52億3258万1932円

　　　　後期高齢者医療特別会計 4億8007万7860円 4億7931万1760円

　　　　介 護 保 険 特 別 会 計 43億4670万2484円 41億8420万0721円

　　　　土 地 取 得 特 別 会 計 24万3114円 24万3114円

　　　　農業集落排水事業特別会計 1277万1887円 1158万7777円

　　　　水 道 事 業 会 計 収益的　9億8680万9003円
資本的　2億 761万3049円

収益的　9億2699万1431円
資本的　3億9854万4643円

決
算
審
査
で
の
主
な
質
疑

医
師
確
保
対
策
の
今
後
は

絆
づ
く
り
事
業
の
実
施
地
区
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
入
れ
は

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
は

医
師
確
保
対
策
は
、
数
年
実
施

し
て
い
る
が
成
果
が
出
て
い
な

い
。
何
が
原
因
だ
と
考
え
て
い
る
か

榛
原
総
合
病
院
で
は
医
師
確
保

の
た
め
、
専
任
職
員
を
配
置
し

て
大
学
病
院
等
を
訪
問
し
て
い
る
が
、

医
師
に
と
っ
て
子
ど
も
の
教
育
環
境
や

子
育
て
環
境
も
重
要
な
要
素
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
合
わ
せ
て
市
の
魅
力

も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

地
域
の
絆
づ
く
り
事
業
で
は
、

実
施
地
区
に
対
し
30
万
円
の
補

助
金
を
出
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
補
助

金
の
実
績
は
８
地
区
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
し
て
い
な
い
地
区
も
あ
る
の
か

補
助
上
限
額
が
30
万
円
で
あ
る

た
め
、
補
助
額
は
地
区
に
よ
っ

て
異
な
る
。
こ
の
事
業
は
小
学
校
区
を

対
象
と
し
て
お
り
全
部
で
10
地
区
あ
る

が
、
細
江
地
区
と
地
頭
方
地
区
は
、
独

自
に
実
施
し
て
い
る
た
め
、
補
助
金
を

使
っ
て
い
な
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

定
員
が
超
過
し
た
た
め
受
入
れ

を
断
っ
た
こ
と
は
あ
る
か

細
江
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
期
限

後
に
も
申
し
込
み
が
あ
っ
た
が
、

細
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に
開

設
し
た
こ
と
で
待
機
児
童
は
な
か
っ
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

者
が
や
や
減
少
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
見
直
し
内
容
は

支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト

が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実

施
し
た
上
で
新
た
な
事
業
を
検
討
す
る
。

問問

問問

答答

答答

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
状
況
は

平
和
行
政
推
進
の
事
業
は

市
の
情
報
発
信
媒
体
は

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が

本
年
２
，
３
月
で
81
件
あ
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
今
年
度
に
入
っ
て
か

ら
の
状
況
は

４
月
以
降
は
月
平
均
約
50
件
で

あ
る
。
昨
年
12
月
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
が
県
内
最
下

位
で
あ
っ
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
若
干
順
位
が
上
が

っ
た
。

平
和
行
政
を
推
進
す
る
た
め
の

予
算
に
対
す
る
執
行
率
が
低
い

が
理
由
は市

民
団
体
と
相
談
し
な
が
ら
事

業
内
容
を
検
討
し
て
い
る
が
、

昨
年
度
は
講
演
会
を
実
施
し
な
か
っ
た

た
め
、
講
師
料
の
支
出
が
な
か
っ
た
。

情
報
発
信
に
あ
た
り
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
み
に
費
用
を
投
下
し

続
け
る
こ
と
は
ど
う
か

様
々
な
媒
体
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
あ
る

の
で
可
能
性
調
査
を
し
た
い
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
一
番

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
自
治
体

ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
す
る
準
備
を
進
め

て
い
る
。

問問問 答答答

学
校
給
食
で
の
異
物
混
入
事
例
は

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
は

学
校
給
食
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
異
物
混
入
物
が
あ
っ
た
か

ほ
と
ん
ど
が
学
校
へ
搬
入
す
る

前
に
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
中

に
は
冷
凍
食
品
等
の
ビ
ニ
ー
ル
片
が
給

食
に
混
入
し
、
学
校
で
の
配
膳
時
に
発

見
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
空

き
家
管
理
や
草
刈
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
返
礼
品
に
す
る
予
定
は
あ
る
か

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
シ

ル
バ
ー
で
も
先
進
事
例
の
視
察
を
実
施

し
、
何
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
る
。

問問 答答
市
が
運
営
す
る
２
つ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

（
大
石
議
員
）

ま
ず
、
議
案
書
及
び
付
属
書
類

の
数
々
の
訂
正
は
、
行
政
組
織

の
ゆ
る
み
と
議
会
軽
視
で
あ
る
。

反
対
理
由
の
主
な
も
の
は
、
Ｉ
Ｒ
誘
致

の
事
業
化
は
市
民
合
意
の
手
続
き
が
な

く
、
条
例
に
反
し
て
い
る
。
決
算
書
は

そ
の
支
出
に
つ
い
て
不
明
で
あ
る
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
支

出
は
、
費
用
対
効
果
が
な
い
。
そ
の
他
、

予
算
未
執
行
事
業
は
決
算
で
の
明
確
化

が
必
要
で
あ
る
。

（
村
田
議
員
）

財
政
指
標
に
示
さ
れ
た
財
政
状

況
も
問
題
な
い
数
値
に
な
っ
て

い
る
。
財
政
状
況
が
良
く
な
っ

た
要
因
に
は
、
榛
原
総
合
病
院
や
畑
総

の
借
入
金
の
返
済
が
減
っ
て
き
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
市
の
財
政
運
営
は
、

県
下
ワ
ー
ス
ト
の
平
成
19
年
か
ら
確
か

な
健
全
化
へ
の
道
を
歩
み
始
め
て
お
り
、

今
後
も
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
緊
張
感
を
持

っ
て
職
務
に
励
む
よ
う
お
願
い
し
賛
成

す
る
。

反対

（
藤
野
議
員
）

予
算
に
対
し
て
地
域
支
援
事
業

１
２
０
０
万
円
及
び
保
険
給
付

費
１
億
１
０
０
０
万
円
を
不
用

額
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第
７
期
介
護

保
険
計
画
に
比
べ
て
も
大
幅
な
減
額
で

あ
る
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
は
介
護
保

険
料
の
引
上
げ
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
い

る
。「
保
険
料
あ
っ
て
介
護
な
し
」と
い

う
介
護
制
度
の
状
況
が
心
配
さ
れ
る
。

（
濵
﨑
議
員
）

現
在
の
介
護
保
険
制
度
は
、
高

齢
者
の
自
立
支
援
と
要
介
護
状

態
の
重
度
化
防
止
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
図
る
と
共
に
、
制
度
の

持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
配
慮

し
、
市
も
こ
の
方
針
に
よ
り
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
今
後
益
々
増
加
し
て
い
く

高
齢
者
に
比
例
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
す
る
利
用
者
数
の
増
加
も
予
想

で
き
る
の
で
、
保
険
料
の
上
昇
は
避
け

ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

反対

賛成

賛成

平
成
30
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

小さな子ども達で賑わう支援センター
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補正予算の審査

・児童福祉施設等への防犯カメラ設置
・３歳以上第３子以降の副食費無償化
・自主運行バス用のマイクロバス購入
・運転免許証の自主返納を支援するための補助金創設
・相良図書館の整備、拡充のための経費

○今回の補正予算の主な内容

～議決結果と概要～

◦賛否が分かれた議案

件　　　　　名 結果 概　　　　　容

決
算
認
定

平成３０年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定 歳入決算額： 54億5367万5579円　歳出決算額： 52億3258万1932円

平成３０年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認定 歳入決算額： 4億8007万7860円　歳出決算額： 4億7931万1760円

平成３０年度土地取得特別会計歳入歳出決算の認定 認定 歳入決算額： 24万3114円　歳出決算額： 24万3114円

平成３０年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 歳入決算額： 1277万1887円　歳出決算額： 1158万7777円

平成３０年度水道事業会計の利益の処分及び決算の認定 可決及び 
認定

収益的収入決算額：9億8680万9003円　収益的支出決算額：9億2699万1431円 
資本的収入決算額：2億 761万3049円　資本的支出決算額：3億9854万4643円

条
例 

制
定 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定 可決 会計年度任用職員制度の導入に伴い、会計年度任用職員の給与等について定

めるもの。

条
例
改
正

職員の分限に関する条例及び職員等の旅費に関する条例の一
部を改正する条例 可決 成年被後見人等の権利の制限にかかる措置の適正化を図るための法改正によ

り関係条例を整理するもの。
職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等
に関する条例の一部を改正する条例 可決 会計年度任用職員の育児休業制度について規定するもの。

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 会計年度任用職員の給与について規定するもの。

条
例

廃
止

特別職の職員の給与の特例に関する条例等を廃止する条例の
制定 可決 三役（市長、副市長、教育長）の給与減額期間が終了したため廃止するもの。

条
例
改
正

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を
改正する条例 可決 成年被後見人等の権利の制限にかかる措置の適正化を図るための法改正によ

り関係条例を整理するもの。

印鑑条例の一部を改正する条例 可決 住民票、個人番号カード等へ旧氏を併記できるようになるもの。

老人会館条例を廃止する条例 可決 老朽化が著しく津波被害が想定されていることから老人会館を取り壊すもの。

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に
関する条例の一部を改正する条例 可決 幼児教育、保育の無償化に伴い、利用者負担に関する改正を行うもの。

条
例

制
定 森林環境譲与税基金条例の制定について 可決 森林整備や保全、人材育成、木材の利活用促進を図る事業に活用する基金を

作るもの。
条
例

改
正 水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 法改正により関係条例を整理するもの。

補
正
予
算

令和元年度一般会計補正予算（第２号） 可決 2億3007万7000円増額し、予算額を206億1407万3000円とするもの。

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 1億5136万2000円増額し、予算額を53億2672万4000円とするもの。

令和元年度介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 1億6466万6000円増額し、予算額を45億8379万9000円とするもの。

そ
の
他

指定金融機関の指定について 可決 指定金融機関に「スルガ銀行株式会社」を指定するもの。

補
正 

予
算 令和元年度一般会計補正予算（第３号） 可決 930万1000円増額し、予算額を206億2337万4000円とするもの。

そ
の
他

損害賠償の額を定めることについて 可決 平成31年２月に発生した漏水事故に対して損害賠償の額を定めるもの。

議
員
発
議

市議会の議員の欠席時における議員報酬等の特例に関する条
例の制定について 可決 議員が疾病等の理由により長期間欠席した場合、議員報酬及び期末手当の支

給額を減額するもの。
市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例 可決

上記条例を制定したことに伴い改正するもの。市議会委員会条例の一部を改正する条例 可決

市議会会議規則の一部を改正する規則 可決

市議会の議員の議員報酬の特例に関する条例を廃止する条例 可決 議員報酬の減額期間が終了したため廃止するもの。

地震財特法の延長に関する意見書 可決 東海地震に備え、学校の耐震補強や避難地・避難路を整備する際に、国から
補助を受けられる期間を延長するもの。

〇 ：賛成
● ：反対 結果

鈴
木
長
濵
﨑
原
口
吉
田
平
口
藤
野
大
井
名
波
植
田
村
田
良
知
澤
田
中
野
大
石
鈴
木
千
太
田

決
算
認
定

平成30年度一般会計
歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― 歳入決算額：218億7618万1594円

歳出決算額：207億5622万5464円

平成30年度介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 歳入決算額： 43億4670万2484円

歳出決算額： 41億8420万0721円

要　　旨
　東海地震に備えて、地震防災対策強化地域である本市は、各般にわたる地震対策を鋭意講じているところである。こ
の計画は令和元年度末で期限切れを迎えるが、限られた期間内に緊急に整備すべき必要最小限の事業をもって策定され
ていることから、今後実施すべき事業が数多く残されている。
　よって国においては、地震対策緊急整備事業計画の根拠となっている「地震防災対策強化地域における地震対策緊急
整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」を延長するように強く要望する。

「地震財特法の延長に関する意見書」

意見書・要望書の全文は

意   見   書 牧之原市議会  意見書 検索

運
転
免
許
返
納
時
の
対
応
は

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
時
期
は

今
後
の
茶
業
振
興
策
の
取
り
組
み
は

調
査
票
の
回
収
方
法
の
変
更
理
由
は

高
齢
者
福
祉
対
策
費（
補
助
金
）

１
５
０
万
円
増
額

運
転
免
許
証
返
納
時
に
タ
ク
シ

ー
ク
ー
ポ
ン
や
無
料
券
が
配
布

さ
れ
る
が
、
２
年
目
以
降
の
対
応
は

２
年
目
以
降
は
考
え
て
い
な
い
。

他
市
町
で
も
同
様
の
事
業
を
行

っ
て
い
る
が
基
本
的
に
は
返
納
時
の
み

の
対
応
で
あ
る
。

障
害
者
自
立
支
援
事
業
費

１
６
２
万
８
０
０
０
円
増
額

障
が
い
者
、
高
齢
者
施
設
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
な
ぜ
年
度

当
初
で
は
な
く
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か

他
県
で
の
福
祉
施
設
に
お
い
て
、

悲
惨
な
事
故
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
い
ち
早
く
対
処
す
べ

き
で
あ
り
計
上
し
た
。

茶
業
振
興
事
業
費（
補
助
金
）

30
万
１
０
０
０
円
増
額

産
地
賞
受
賞
に
伴
い
、
の
ぼ
り

旗
を
作
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
成
果
を
生

ん
で
い
く
の
か

今
回
、
の
ぼ
り
旗
の
ほ
か
ポ
ス

タ
ー
、
販
促
用
シ
ー
ル
の
作
成

を
計
画
し
て
い
る
。
シ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
各
工
場
や
茶
商
へ
渡
し
、
商
品
へ

直
接
貼
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
シ
ー
ル
は
５
０
０
枚
ま

で
無
償
で
配
布
す
る
。

保
険
事
業
費（
印
刷
製
本
費
）

13
万
７
０
０
０
円
増
額

が
ん
検
診
等
の
検
診
希
望
調
査

票
に
つ
い
て
、
自
治
会
を
通
じ

た
回
収
か
ら
郵
送
に
よ
る
回
収
に
変
更

し
た
理
由
は

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
個

々
に
郵
送
し
て
い
た
だ
き
回
収

す
る
こ
と
と
し
た
。

問

問

問

問

答

答

答

答

相良庁舎に飾られた横断幕

内閣総理大臣らに
提出しました。
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地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と

し
て
、
相
良
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
芝
生
化
の
整
備
に
つ
い
て

進
捗
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
に

つ
い
て
は
、
石
川
県
か
ほ

く
市
や
愛
知
県
小
牧
市
等
先
進
施

設
の
視
察
、
官
民
連
携
に
よ
る
整

備
、
管
理
、
運
営
方
法
な
ど
を
研

究
し
て
き
た
。
事
業
導
入
の
た
め

食
品
ロ
ス
に
対
す
る
市
の

考
え
方
は

「
食
品
ロ
ス
」の
量
は
、
平

成
28
年
度
、
日
本
で
は
年

間
６
０
０
万
ト
ン
を
超
え
、
毎
日

10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
約
１
７
０
０
台

分
の
食
品
を
廃
棄
し
て
い
る
。
国

民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、
毎
日

お
茶
わ
ん
約
一
杯
分
を
捨
て
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
環
境
基
本
計
画

や
、
食
育
推
進
計
画
の
中
に
記
載

さ
れ
て
い
る「
も
っ
た
い
な
い
の

気
持
ち
を
持
つ
」こ
と
を
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、
市
民
や
事
業

者
と
連
携
し
進
め
て
い
く
。

講
師
を
招
い
て
の
勉
強
会
を
開
催

し
、
現
在
、
財
政
的
負
担
軽
減
策

を
模
索
中
で
あ
る
。

前
回
の
答
弁
に
あ
っ
た

「
経
済
効
果
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
ア
リ
ー
ナ
施
設
」の
進
捗

状
況
は

現
在
、
そ
の
位
置
付
け
や

財
源
的
裏
付
け
な
ど
実
現

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ

り
、
具
体
的
な
計
画
に
至
っ
て
い

な
い
。

富
士
山
静
岡
空
港
、
東
名

相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
を
は
じ

め
と
す
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

進
み
、
Ｉ
Ｃ
北
側
開
発
も
進
む
中
、

ま
さ
に
最
高
の
立
地
と
考
え
る
が
、

国
・
県
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
誘
致

す
る
考
え
は

市
内
に
は
、
空
港
を
は
じ

め
色
々
な
拠
点
、
現
在
進

め
て
い
る
高
台
開
発
が
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
ス
ポ
ー
ツ
の

拠
点
を
つ
く
り
賑
わ
い
創
出
す
る

こ
と
は
非
常
に
理
想
的
だ
が
、
現

実
、
国
・
県
の
計
画
を
確
認
し
て

い
な
い
。
計
画
が
事
業
化
さ
れ
れ

ば
、
市
と
し
て
積
極
的
に
誘
致
に

関
わ
り
た
い
。

市
や
近
隣
市
町
で
の
※
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
り
組

み
は

市
民
か
ら
家
庭
で
眠
っ
て

い
る
品
質
に
問
題
の
な
い

食
料
品
な
ど
を
無
償
で
提
供
を
受

け
、
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

を
通
じ
て
、
食
べ
物
に
困
っ
て
い

る
施
設
や
人
へ
食
料
を
渡
す
活
動

し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
は
、
市

と
社
会
福
祉
協
議
会
合
わ
せ
て
約

２
０
０
キ
ロ
分
の
食
料
の
寄
贈
を

受
け
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
通
し

た
食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
ん
だ
。

近
隣
市
町
に
お
い
て
も
、
主
に
行

政
関
係
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

が
こ
の
事
業
に
協
力
し
て
お
り
、

引
き
続
き
※
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

学
校
で
の
食
品
ロ
ス
削
減

の
取
り
組
み
状
況
は

学
校
教
育
に
お
い
て
食
品

ロ
ス
削
減
の
指
導
は
、
給

食
・
学
級
活
動
の
時
間
に
行
わ

れ
、
給
食
の
片
付
け
に
返
却
さ
れ

た
食
缶
を
持
っ
た
と
き
の
重
さ
か

ら
、
自
発
的
な
残
量
調
査
を
実
施

し
、
量
を
減
ら
し
た
。

　

社
会
科
の
授
業
で
は
、
ゴ
ミ
の

量
の
実
態
を
知
る
こ
と
や
、
家
庭

科
の
授
業
で
は
、「
環
境
に
配
慮
し

た
生
活
」「
食
料
自
給
率
」の
学
習

を
行
っ
て
い
る
。

市
内
で
子
ど
も
食
堂
や
高

齢
者
へ
の
食
堂
は
あ
る
の

か

市
内
で
は
、
子
ど
も
食
堂

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
、
１
年
を
切

る
報
道
が
さ
れ
、
牧
之
原
市
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
中
華
人
民
共
和
国
、
両

国
の
サ
ー
フ
ィ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
準
備
も
滞

り
な
く
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
中
、
平
成
31
年
２
月
定
例
会
に
お
い
て
、
運

動
ス
ポ
ー
ツ
の
所
管
が
教
育
委
員
会
に
移
っ
た
。

平
成
30
年
６
月
に
は
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら「
今
後
の
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
在
り
方
に
つ
い
て
」の
タ
イ
ト
ル
で
提
言
が
な
さ
れ
、
同
年
、
８

月
に
は「
牧
之
原
市
部
活
動
の
基
本
方
針
」が
制
定
さ
れ
た
。

原口 康之鈴木 千津子

問問

問問

問

問

問

答答

答答

答

答

答

一般質問
市政を問う!!

外
部
指
導
者
派
遣
事
業
の

実
施
状
況
は

本
年
度
か
ら
市
内
中
学
校

で
の
部
活
動
に
お
い
て
日

常
的
に
指
導
に
携
わ
り
、
技
術
的

な
指
導
を
中
心
に
部
活
動
顧
問
の

支
援
を
行
う
者
を
校
長
が
外
部
指

導
者
と
認
め
、
活
動
時
の
事
故
等

に
つ
い
て
保
険
加
入
に
よ
っ
て
補

償
す
る
こ
と
を
は
じ
め
た
。

問答
市
内
に
望
ま
れ
る
ア
リ
ー
ナ

質問の様子はこちら質問の様子はこちら
−動画配信中！− −動画配信中！− 

食
品
ロ
ス
と
は
、
売
れ
残
り
や
食
べ
残
し
な
ど
、

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
る
食
品
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年
度
の
廃
棄

食
品
２
７
５
９
万
ト
ン
の
う
ち
、
２
割
以
上
の
６

４
３
万
ト
ン
が
食
品
ロ
ス
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

り
、
家
庭
か
ら
が
２
９
１
万
ト
ン
、
食
品
メ
ー
カ

ー
や
外
食
事
業
者
か
ら
が
３
５
２
万
ト
ン
で
あ
る
。

本
年
５
月
に
は
国
民
運
動
と
し
て
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
を
推
進
す
る
た
め
食
品
ロ
ス
の
削
減
推
進
法

が
公
布
さ
れ
た
。

多
く
の
食
品
が
集
ま
っ
た
本
年
度
の
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
（
牧
之
原
市
）

地域スポーツと部活動はロス食品の利活用は

芝生化を待つグラウンド

用
語
解
説

※
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と

　
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
主
に

家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち

寄
る
取
り
組
み
で
す
。

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
企
業
か
ら
集

め
た
り
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
集

ま
っ
た
も
の
を
回
収
し
、
福
祉
施

設
等
へ
寄
付
す
る
活
動
で
す
。



11 10まきのはら議会だより　第56号
令和元年11月15日 発行

まきのはら議会だより　第56号
令和元年11月15日 発行

一般質問現
在
市
内
３
地
区
に
お
い
て
試
行
さ
れ
て
い
る
デ

マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
評
価
は
様
々
で

あ
る
。
こ
の
制
度
は
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
比
べ
利
用
面
、
経
費
面
で
効
率
が
良
い
と

さ
れ
る
。
今
後
、
牧
之
原
、
萩
間
地
区
で
も
導
入

さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。

現
況
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

今
後
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

被
害
対
策
は

従
来
か
ら
の
駆
除
方
法
に

よ
る
対
応
と
と
も
に
地
域

住
民
に
も
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
蒙
活

動
を
強
化
し
て
い
く
。

捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の

コ
レ
ラ
菌
の
検
査
を
し
て

い
る
か

検
査
は
し
て
い
な
い
が
、

豚
コ
レ
ラ
菌
の
感
染
が
疑

わ
れ
る
時
は
県
に
相
談
す
る
。

わ
な
の
種
類
や
設
置
に
か

か
る
補
助
金
等
の
内
容
は

箱
わ
な
、
く
く
り
わ
な
の

設
置
は
有
資
格
者
で
あ
る

猟
友
会
に
依
頼
し
て
い
る
。
捕
獲

時
に
は
猟
友
会
に
連
絡
し
仕
留
め

て
も
ら
う
。
電
気
柵
の
設
置
、
わ

な
の
購
入
に
対
し
国
の
補
助
制
度

や
ハ
イ
ナ
ン
農
協
の
鳥
獣
被
害
対

策
器
具
購
入
助
成
制
度
が
あ
り
、

市
も
野
生
鳥
獣
被
害
防
除
設
備
設

置
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

条
件
は
あ
る
が
検
討
し
て
い
き
た

い
。

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
処

分
は
ど
う
し
て
い
る
か

ほ
と
ん
ど
は
埋
却
処
分
し

て
い
る
。
依
頼
し
た
農
家

の
土
地
に
埋
め
て
い
る
が
、
土
地

の
確
保
等
の
課
題
が
あ
る
。
ジ
ビ

エ
料
理
で
の
活
用
は
一
部
の
個
人

消
費
に
留
ま
っ
て
い
る
。

市
が
埋
設
地
を
確
保
し
提

供
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

焼
却
処
分
等
の
検
討
は

そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
し
た
が
、

動
物
の
死
が
い
の
処
理
は

各
地
区
の
理
解
が
困
難
。
ま
た
焼

却
に
つ
い
て
は
炉
の
構
造
上
難
し

い
。
死
が
い
の
回
収
を
業
者
に
依

頼
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
様
々
な

現
在
ま
で
の
利
用
者
数
、

利
用
回
数
等
の
状
況
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
か

運
行
評
価
に
つ
い
て
は
国
、

県
の
補
助
金
の
交
付
要
件

を
参
考
に
、
７
項
目
の
評
価
基
準

を
設
け
て
い
る
。
坂
部
地
区
で
は

利
用
者
数
、
稼
働
率
、
収
支
率
、

市
負
担
額
は
目
標
達
成
し
て
い
る

が
、
登
録
者
数
、
乗
合
率
、
１
人

当
た
り
の
経
費
の
３
項
目
は
未
達

成
で
あ
る
。

利
用
者
の
満
足
度
は
ど
う

か便
数
、
行
先
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

る
。
改
善
余
地
は
あ
る
が「
交
通

弱
者
に
対
す
る
福
祉
的
要
素
の
強

い
移
動
手
段
」と
し
て
当
初
の
目

的
は
達
成
し
て
い
る
。
今
後
、
運

行
日
、
便
数
、
行
先
の
改
善
も
必

要
で
あ
る
。

制
度
に
お
い
て
改
善
し
た

点
が
あ
る
か

坂
部
地
区
で
は
吉
田
町
内

の
５
病
院
を
目
的
地
に
追

加
。
ま
た
、
勝
間
田
地
区
で
は
帰

路
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
１
便

増
や
し
た
。
今
後
も
利
用
者
の
声

を
聞
い
て
改
善
し
て
い
く
。

静
波
、
波
津
等
の
市
街
地

へ
の
導
入
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
計
画
か

現
在
、
萩
間
、
牧
之
原
地

区
に
お
い
て
導
入
を
検
討

し
て
い
る
が
、
今
後
地
頭
方
地
区

や
静
波
、
波
津
等
市
街
地
へ
も
導

入
し
た
い
。
市
街
地
に
つ
い
て
も

デ
マ
ン
ド
導
入
を
す
る
計
画
で
あ

る
が
、
形
態
に
つ
い
て
は
課
題
で

あ
り
具
体
的
な
方
法
を
検
討
し
た

い
。

牧
之
原
・
萩
間
地
区
へ
の

導
入
方
針
は

ま
ず
移
動
手
段
を
確
保
し
、

地
域
特
性
、
利
用
状
況
を

踏
ま
え
改
善
し
て
い
く
。

特
定
の
人
の
み
が
利
用
し
、

利
用
者
の
広
が
り
が
少
な

い
と
思
う
が

Ｐ
Ｒ
を
し
っ
か
り
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
浸
透
す
る

に
は
時
間
も
か
か
る
。
高
齢
者
や

運
転
免
許
の
返
納
等
に
よ
り
、
デ

マ
ン
ド
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
確
実

に
増
加
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

着
実
に
育
て
て
い
き
た
い
。
さ
ら

に
デ
マ
ン
ド
を
で
き
る
だ
け
早
く

市
内
全
域
に
広
げ
た
い
。

問問問

問問

問

問

問問

問問 答答答

答答

答

答

答答

答答

澤田 隆弘藤野  守
質問の様子はこちら質問の様子はこちら

−動画配信中！− −動画配信中！− 

鳥
獣
害
の
被
害
状
況
と
防

止
活
動
の
状
況
は

平
成
30
年
度
、
農
家
の
報

告
で
は
被
害
面
積
０
・
68

㌶
、
金
額
で
２
１
６
万
円
。
猟
友

会
に
よ
る
駆
除
頭
数
は
２
６
４
頭
。

被
害
金
額
と
も
に
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
。被

害
を
防
止
す
る
た
め
の

活
動
は

市
で
は
猟
友
会
や
農
業
者

に
よ
る
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
。
今

年
度
か
ら
は
鳥
獣
被
害
防
止
計
画

に
よ
り
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

を
通
じ
て
対
策
強
化
を
図
っ
て
い

る
。
猟
友
会
員
は
53
名
で
あ
る
が
、

箱
わ
な
設
置
後
の
管
理
・
観
察
等

の
日
課
と
な
る
人
手
作
業
が
あ
り

対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。
地
域
の

人
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
。

牧
之
原
市
内
で
も
数
年
前
か
ら
田
畑
や
農
産
物
が

イ
ノ
シ
シ
に
荒
ら
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
増
加
し

て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
は
山
間
地
域
の
問
題

と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
放
置
す
れ
ば
農
地
や
農
業

の
み
で
な
く
市
内
に
様
々
な
影
響
が
出
て
く
る
恐

れ
が
あ
る
。

問問 答答

これからの鳥獣害の対応策は

○
そ
の
他
の
質
問

　

市
職
員
の
目
標
管
理
制
度

　

の
実
情
は

３
地
区
で
試
行
運
行
さ
れ
て
い
る
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー

デマンドタクシー  市内全域へ
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一般質問萩
間
川
河
川
改
修
に
伴
い
、
通
学
や
買
物
な
ど
に

広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
江え

湖こ

畑ば
た

橋（
旧
駿
遠
線
鉄

橋
）が
５
年
前
に
撤
去
さ
れ
、
特
に
大
江
区
民
は

不
便
を
強
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
相
良
中
学
校
正
門

前
の
道
路
は
幅
員
が
狭
い
う
え
交
通
量
も
多
く
、

通
学
時
に
お
け
る
事
故
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
都
市
計
画
道
路
天
の
川
大
江
線

の
架
橋
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

２
０
２
５
年
に
は
高
齢
者
の
５
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
る
。
政
府

は
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
を
定
め
、「
共

生
」と「
予
防
」を
両
輪
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。
市
の

認
知
症
対
策
を
質
問
し
た
。

市
で
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
や
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
講
師
役
）が
活
動
し
て
い
る
。

認
知
症
へ
の
理
解
な
ど
、
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
か

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
は
現

在
28
人
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
は
本
年
８
月
現
在
、
累
計
で

４
１
１
３
人
で
あ
る
。
小
学
校
や

地
域
団
体
・
銀
行
等
で
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
、
幅
広

い
年
齢
層
で
認
知
症
に
関
す
る
知

識
や
理
解
が
深
ま
っ
て
き
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
の

実
績
と
今
後
の
取
り
組
み

は
ど
う
か医

師
、
介
護
事
業
所
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

チ
ー
ム
と
な
り
、
認
知
症
本
人
・

家
族
に
早
期
の
支
援
を
進
め
る
た

め
、
認
知
症
初
期
集
中
チ
ー
ム
を

平
成
29
年
４
月
に
設
置
し
た
。
支

援
ケ
ー
ス
は
平
成
29
年
度
に
２
件
、

30
年
度
に
１
件
あ
っ
た
。
今
後
は

よ
り
良
い
実
施
体
制
を
つ
く
っ
て

い
く
。

「
種
子
法
」に
代
わ
る
県
条

例
制
定
を
求
め
て
い
く
考

え
は
な
い
か

必
要
性
の
有
無
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場

の
設
定
等
に
は
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か

本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は

認
知
症
の
本
人
が
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

自
身
の
希
望
や
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
を
本
人
同
士
が
語
り
合
う
場

で
あ
る
。
市
内
に
お
い
て
、
来
年

１
月
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

先
進
事
例
を
取
り
入
れ
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い先

進
地
の
実
施
内
容
に
つ

い
て
、
勉
強
し
な
が
ら
協

議
し
て
い
き
た
い
。

江
湖
畑
橋
撤
去
時
に
萩
間

川
架
橋
は
財
政
状
況
を
考

慮
し
検
討
す
る
と
し
て
い
る
が

津
波
避
難
施
設
整
備
を
先

行
し
た
た
め
、
財
政
事
情

か
ら
着
手
に
至
っ
て
い
な
い
が
、

道
路
整
備
の
優
先
度
は
高
く
、
既

に
基
本
設
計
は
実
施
済
み
で
あ
る
。

他
の
危
険
性
の
高
い
橋
梁
の
整
備

等
を
見
極
め
整
備
し
て
い
く
。

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

状
況
は

平
成
29
年
度
か
ら
再
検
討

し
て
い
る
。
今
年
度
中
に

方
針
を
定
め
、
市
民
に
説
明
・
理

解
を
求
め
る
。

第
１
種
住
居
地
域
は
耕
作

放
棄
地
が
拡
大
し
て
い
る

が
、
公
園
な
ど
に
す
る
考
え
は
あ

る
か

地
域
の
活
性
化
の
一
案
と

し
て
勉
強
す
る
。

萩
間
川
架
橋
、
都
市
計
画

道
路
、
市
道
、
第
１
種
住

居
地
域
を
一
体
的
に
計
画
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が

全
体
を
視
野
に
入
れ
た
整

備
が
費
用
対
効
果
を
生
む
。

今
年
度
中
に
は
地
区
の
皆
さ
ん
と

の
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
。

高
齢
化
を
迎
え
、
自
治
会

活
動
の
担
い
手
不
足
な
ど

の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。
行
政
は
、
健
全
な
自
治
会
運

営
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
お
り
、

円
滑
な
自
治
会
運
営
に
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
が

喫
緊
の
課
題
と
し
て
認
識

し
て
お
り
、
地
区
の
持
続

性
を
確
保
す
る
た
め
、
小
学
校
区

へ
の「
地
区
支
援
拠
点
」の
検
討
を

し
て
い
る
。

自
治
会
へ
の
依
頼
事
項
、

充
て
職
の
見
直
し
は

各
課
か
ら
聞
き
取
り
を
進

め
、
必
要
性
や
申
請
書
類

等
の
簡
素
化
を
精
査
し
て
い
る
。

地
区
の
担
当
職
員
を
定
め

る
な
ど
、
自
治
会
業
務
の

軽
減
を
図
れ
な
い
か

行
政
職
員
、
地
区
担
当
保

健
師
と
連
携
し
、
地
区
の

包
括
的
な
窓
口
と
し
て
具
体
化
へ

取
り
組
む
。

相
良
中
学
校
前
道
路
の
危

険
性
の
認
識
は

12
時
間
の
交
通
量
は
車
２

７
９
６
台
、
自
転
車
を
含

め
た
歩
行
者
が
７
２
０
人
で
、
非

常
に
危
険
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問問

問

問問

問

問問問

問問問

問 答答

答

答答

答

答答答

答答答

答

大石 和央植田 博巳
質問の様子はこちら質問の様子はこちら

−動画配信中！− −動画配信中！− 

相良中学校前道路の交通状況

認知症の早期支援策とは何か天の川大江線萩間川架橋を

市
民
の
健
康
を
守
る  

　
　

義
務
は
な
い
の
か

自
治
会
運
営
の  　
　

　
　

支
援
に
つ
い
て

「
種
子
法
」が
廃
止
さ
れ
、
野
菜

に
次
い
で
主
食
で
あ
る
米・麦・

大
豆
の
種
子
が
、
多
国
籍
企
業

に
牛
耳
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
な
ど
食

の
安
全
性
も
懸
念
す
る
。

大江地区第１種住居地域
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一般質問
『
働
き
方
改
革
の
推
進
と

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
』

政
府
主
導
で
進
め
ら
れ
て
い
る「
働
き
方

改
革
」。
国
は
、
労
働
時
間
の
短
縮
と
労

働
条
件
の
改
善
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

な
い
公
正
な
待
遇
の
確
保
、
多
様
な
就
業

形
態
の
普
及
、仕
事
と
生
活（
育
児
、介
護
、

治
療
）の
両
立
と
こ
れ
ら
の
施
策
を
講
じ

て
い
る
。

職
員
へ
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
推
進
さ
せ
て

い
く
上
で
の
課
題
は

勤
務
時
間
内
に
処
理
で
き

な
い
業
務
が
多
く
、
時
間

外
勤
務
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ

を
解
決
す
る
た
め
に
Ａ
Ｉ
や
※
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。

職
員
の
副
業
に
つ
い
て
の

考
え
方
は

今
は
許
可
し
て
い
な
い
が
、

職
員
の
専
門
的
知
識
等
を

活
か
し
た
地
域
活
動
で
、
地
域
課

題
が
解
決
で
き
る
時
間
が
稼
げ
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
副
業
と
し
て
認

め
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

市
内
の
中
小
企
業
へ
の
働

き
方
改
革
支
援
は

現
在
は
、
市
と
し
て
独
自

の
金
銭
的
な
支
援
は
検
討

し
て
い
な
い
が
、
国
や
県
の
支
援

を
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
周

知
し
て
い
く
。

育
休
中
の
社
員
へ
の
賃
金

上
乗
せ
や
、
育
休
・
介
護

休
業
を
取
得
し
て
い
る
社
員
へ
復

職
支
援
を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業

に
対
し
て
、
今
後
市
独
自
の
金
銭

的
支
援
を
し
て
い
く
つ
も
り
は

企
業
の
皆
さ
ん
が
あ
る
程

度
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い

く
な
ど
、
努
力
し
て
も
ら
う
面
が

あ
る
の
で
、
今
後
企
業
側
と
議
論

し
な
が
ら
、
方
向
性
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
く
。

親
が
仕
事
を
す
る
ス
ペ
ー

ス
に
子
ど
も
を
預
け
る
機

能
を
持
た
せ
た「
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
の
整
備
」は

市
で
は
子
ど
も
を
預
か
る

環
境
が
整
っ
て
お
り
、
子

ど
も
を
預
け
て
別
な
所
で
働
く
と

い
う
方
針
を
取
っ
て
い
る
。
た
だ
、

カ
タ
シ
ョ
ー
・
ワ
ン
ラ
ボ
や
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
拡
大
し
て
い

く
こ
と
は
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

男
性
職
員
の
育
児
休
業
率

を
上
げ
て
い
く
つ
も
り
は

男
性
の
育
児
休
業
は
推
進

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
等
が

で
き
る
業
務
を
洗
い
出
し
、
早
い

段
階
で
こ
れ
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
で
、
男
性
の
育
児
休
暇
も
進
ん

で
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

問

問問

問問

問 答

答答

答答

答

濵﨑 一輝
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

男性の育児休業促進をいじめ撲滅への「本気度」を問う

あ
る
意
味
、「
聖
域
と
化
し
て
い
る
教
育
現
場
」に

お
け
る
い
じ
め
問
題
は
、
全
国
各
地
で
痛
ま
し
い

事
件
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
社
会
総
が
か
り
で

い
じ
め
に
対
峙
し
て
い
く
必
要
性
が
問
わ
れ
る
中
、

国
に
よ
る
法
整
備
が
な
さ
れ
、
わ
が
市
で
も
平
成

29
年
４
月
、「
牧
之
原
市
い
じ
め
防
止
等
の
た
め
の

基
本
的
な
方
針
」が
策
定
さ
れ
た
。
実
効
性
を
伴

っ
た
い
じ
め
の
撲
滅
、
根
絶
を
目
指
す
市
の
覚
悟

と
本
気
度
を
問
う
。

「
牧
之
原
市
い
じ
め
問
題

対
策
本
部
」が
、
定
例
会

以
外
で
助
言
・
指
示
し
た
件
数
と

奏
功
し
た
具
体
ケ
ー
ス
は

設
置
し
て
今
年
で
３
年
目

と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
諮

問
し
た
事
案
は
な
い
。

な
ら
ば
、
不
登
校
が
何
カ

月
続
け
ば
重
大
事
案
な
の

か
。
何
カ
月
以
上
に
渡
る
と
市
長

に
報
告
す
る
の
か
。
市
内
に
は
実

際「
何
カ
月
も
続
く
不
登
校
事
案
」

が
あ
る
が基

本
的
に
は
１
カ
月
、
30

日
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

他
に
も「
牧
之
原
市
い
じ

め
問
題
再
調
査
委
員
会
」

は
、
い
ま
だ
か
つ
て
取
り
扱
っ
た

案
件
が
な
い
と
聞
く
。
重
大
な
事

案
が
顕
在
化
し
て
い
る
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
委
員
会
が
開
催
さ
れ

な
い
の
は
報
告
が
な
い
の
か
、
必

要
性
を
認
め
な
い
の
か
、
ま
た
は
、

制
度
自
体
が
形
ば
か
り
に
な
っ
て

い
な
い
か今

ま
で
に
重
大
事
態
と
し

て
報
告
が
あ
っ
た
事
案
が

な
い
た
め
開
催
は
し
て
い
な
い
。

ま
た
問
題
に
対
峙
す
る
教

員
に
よ
っ
て
対
応
が
違
っ

て
は
い
け
な
い
。
組
織
と
し
て
共

通
の
認
識
、
共
通
の
手
順
で
い
じ

め
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
だ

そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
の
経
験

に
基
づ
い
て
こ
れ
を
解
決

し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
い
じ
め
と
捉
え
る
か
、

単
な
る
問
題
行
動
、
い
ざ
こ
ざ
だ

と
捉
え
る
か
が
人
に
よ
っ
て
違
っ

て
は
な
ら
な
い
。
危
機
感
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

第
23
条
４
に
は
、
い
じ
め

を
行
っ
た
側
を
教
室
以
外
の
場
に

お
い
て
学
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
や
、

同
じ
く
第
26
条
に
は
出
席
停
止
を

命
じ
る
等
、
い
じ
め
た
側
へ
の
能

動
的
な
措
置
が
う
た
わ
れ
て
い
る

が
市
の
見
解
は

全
て
の
児
童
生
徒
は
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
双
方
が
教

室
で
と
も
に
学
べ
る
環
境
を
つ
く

り
出
す
こ
と
を
最
優
先
と
す
る
の

が
基
本
だ
。

問問 問

問

問

答答 答

答

答

平口 朋彦
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

○
そ
の
他
の
質
問

　

図
書
館
行
政
の
今
な
お

　

残
る
課
題
に
つ
い
て

ワークスペースでは
子どもを身近に感じながら仕事ができる

男性の育児休業は
職場の理解が必要不可欠

用
語
解
説

※
Ｒ
Ｐ
Ａ

　
仮
想
知
的
労
働
者

　（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
）

無
料
通
信
ア
プ
リ
は
便
利
で
は
あ
る
が
…

まちづくりから見た図書館か？
図書館から見たまちづくりか？
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一般質問
「
静
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」が
10
月
１
日
よ

り
施
行
さ
れ
た
。
自
転
車
事
故
に
よ
り
相

手
に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
場
合
の
損
害
を
補
償

す
る
た
め
、
全
て
の
自
転
車
利
用
者
に
自

転
車
保
険
加
入
を
義
務
化
す
る
も
の
だ
が

市
民
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

中
学
生
の
保
険
加
入
状
況

は自
転
車
通
学
者
に
限
ら
ず
、

全
生
徒
の
加
入
状
況
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
加
入
し
て
い

な
い
生
徒
及
び
保
護
者
へ
加
入
を

促
進
す
る
。

市
道
の
自
転
車
事
故
軽
減

へ
の
取
り
組
み
は

小
学
校
の
自
転
車
交
通
安

全
教
室
や
、
安
全
な
乗
り

方
と
ル
ー
ル
の
意
識
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
市
で
は
職
員
に
よ
る

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
月
３
回
実

施
し
、
道
路
損
傷
の
早
期
発
見
及

び
補
修
等
を
実
施
し
、
自
転
車
事

故
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

根
本
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

最
終
的
に
対
策
工
事
を
実
施
す
る
。

市
民
へ
の
自
転
車
保
険
加

入
に
向
け
て
の
取
り
組
み

は

県
民
だ
よ
り
５
月
号
に
よ

り
周
知
さ
れ
て
い
る
が
、

市
と
し
て
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
９

月
の
班
組
回
覧
で
周
知
徹
底
を
す

る
。 問

問

問 答

答

答

鈴木 長馬
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

自転車保険加入は義務

市内にも多くの自転車通勤者が

壱
丁
田
北
線
は
土
砂
災
害

や
小
規
模
な
土
砂
の
流
出

が
見
ら
れ
る
が
安
全
な
市
道
か

全
国
的
に
標
準
と
さ
れ
て

い
る
指
針
及
び
基
準
に
基

づ
き
設
計
及
び
施
工
し
て
い
る
。

土
の
う
を
設
置
し
て
い
る
箇
所
は

豪
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
の

発
生
が
予
測
さ
れ
る
市
道

を
把
握
し
て
い
る
か

警
戒
区
域
が
含
ま
れ
る
路

線
は
３
４
６
路
線
あ
る
こ

と
を
把
握
し
て
い
る
。

市
内
道
路
の
安
全
対
策
は

平
成
25
年
度
に
市
内
90
箇

所
の
法
面
、
重
要
な
構
造

物
を
点
検
し
、
判
断
結
果
に
基
づ

き
修
繕
等
の
必
要
な
場
所
は
国
の

交
付
金
を
活
用
し
順
次
整
備
し
て

い
る
。

問

問問

答

答答

豪
雨
時
に
お
け
る  　

　
　

市
道
は
安
全
か

国
内
で
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
九

州
、
岡
山
、
愛
媛
、
千
葉
等
で

大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

牧
之
原
市
で
も
集
中
豪
雨
が
発

生
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

市
道
は
そ
の
よ
う
な
場
合
に
安

全
で
あ
る
か
伺
う
。

緊急対策がされている壱丁田北線

「議員の欠席時における議員報酬等の特例に関する条例」

　政策立案推進部会では、昨年度より議会からの条例制定を目指し検討を進めてきました。今回、
部会として初めて条例を提案し制定されました。
　この条例は、議員が市議会の会議等を長期欠席した場合に議員報酬及び期末手当の支給について、
議員の職責及び議会への市民の信頼の確保を図るため、欠席した期間に応じ、議員報酬及び期末手
当を減額するものです。本条例を策定したのは県内中西部の市議会において初めてです。
〔減額率〕

〜参考〜
　○県内市議会の平均報酬額（政令市除く）

　⇒370,800円
　○人口５万人未満の市議会平均報酬額

　⇒331,500円
※一般議員の報酬額

　牧之原市議会では次回の市議会議員選挙以降の議員報酬、政務活動費、議員定数について検
討を進めています。
　現在の議員の報酬は27万円（一般議員）であり、平成17年の市政施行後は改定されていま
せん。この報酬額は県内23市の中でも22番目であり、議員のなり手確保、生活の保障のため
にも引上げを検討するものです。
　議員定数は旧町時代32名（２町の合計）であり合併時には22名でした。その後、議会内で
様々な議論がなされ現在の16名まで削減しました。今回も、人口や面積、周辺市町との比較
や議会運営上の課題など様々な観点から協議した結果、現状維持とすることが合意されました。
　新たな報酬額及び議員定数を決めるにあたっては市民の皆さまに説明をすることが重要と考
えています。今後、見直す際には市民に説明をしていきます。
　また、議員活動を保障する政務活動費は今後さらに検討していく予定です。

〔牧之原市議会の特徴〕
　・女性議員が活躍しやすい環境を整備するため、妊娠等に関する疾病又は出産での欠席について

は、長期欠席の対象から除外しています。
　・議員が、刑事事件の被疑者又は被告人として逮捕、拘留等の処分を受けた場合においても、支

給停止又は不支給としています。

長　期　欠　席　の　期　間 減　額　割　合
90日を超え　180日以下であること 20％

180日を超え　365日以下であること 30％
 365日を超えるとき 50％

議会から 条例制定！

〜 議員報酬、定数、政務活動費の検討をしています 〜

○牧之原市議会の議員報酬額

議長 360,000円
副議長 290,000円
委員長（特別委員会除く） 280,000円
一般議員 270,000円

～政策立案推進部会では初～
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提言書を市長へ提出！
課題解決へ！

　市民が生きがいを持ち、いつまでも健康でいきいきと過ごしていくとともに、今後、ますま
す増大する社会福祉費の抑制に資するためには、高齢期のみならず、学齢期、青壮中年期から
の積極的な取り組みこそが重要であることなどから「ライフステージ」別に施策を検討した。
　また現在、当市が実施している「保健師の地区担当制」は、各地区の健康課題を把握し、必
要な支援を行えるものであり、まさに世代を問わず市民に寄り添う保健師本来の活動であるこ
とから、その重要性に鑑み、今後、更なる充実を図る必要がある。

　調査研究を進めるにあたっては、①相良藩主だった田沼意次侯の生誕300年を契機として、
市のシティプロモーションの柱とすることで市をＰＲしていくこと、②海水浴場を中心とした
沿岸部に賑わいを取り戻すこと、③市内には、未だ埋もれている観光資源があることから、そ
れらを掘り起こすとともに観光客を呼び込むことのできる新たな観光資源を創出すること、の
３つをテーマとした。
　観光面から市の活性化を図ることを目指し、以下のとおり提言する。

文教厚生委員会所管 総務建設委員会所管

生涯健康システムの構築について（要旨） 市の活性化と観光について（要旨）

１．ライフステージ別の提言
 学齢期 
　社会性を育める居場所づくりの他、増加傾向にある歯肉炎対策、偏食や宝飾をなくすため食
に対する指導や実態調査、そして体力増強のための園児による散歩習慣を安全に継続できる環
境整備や、好きなスポーツに挑戦できる環境をつくること。

 青壮中年期 
　仕事以外のいきがいを持てるように「市民一人１趣味」を励行。現在の歯周病検診対象年齢
の引き下げ及び頻度拡充の他、意識向上に繋がる健康施策を展開すること。また市所有ジムの
機能性向上、並びに民間ジムとの連携を検討すること。他にも若者向け元気アップ体操や、体
力測定会、スマホを用いたウォーキングイベント等、体を動かす機会を創出すること。

 高齢期 
　認知症でも働ける「牧之原モデル」や高齢者が短時間でも働ける「牧之原スタイル」、被介
護認定者同士が助け合う環境づくり等の就労支援の他、子どもと高齢者の相互に相乗効果が見
込める「幼老統合ケア」の可能性調査を実施すること。また個人及び施設への訪問診療体制の
整備に支援すること。小学校入学時に配布しているランチョンマットを高齢者にも配布し、バ
ランスの摂れた食生活を啓発すること。

２．地区担当制保健師についての提言
　各地区において課題も特性も異なる中、課題解決
における取り組みにも違いがあるため、柔軟な対処、
対応を可能とする個別活動費を確保すること。また
健康状態の現状をお知らせする「地区診断シート」
を作成、配布すること。
　活動の充実のための人員を確保し、絆づくり事業
や地域包括ケアシステムなど他部署の事業との連携
を図ること。

１．田沼意次侯生誕300年を契機としたシティプロモーションの推進
　今後、田沼意次侯をシティプロモーションの柱の一つとして有効に活用していくためには、
各種イベントにおける周知・啓発を行うとともに、常設的な展示スペース等の確保を図り、県
内外からの誘客に結び付けるよう努めること。
　また、ＮＨＫ大河ドラマ等を誘致するために、ＰＲイベントの開催や署名活動などを行うと
ともに、近隣の自治体や経済・観光関係団体と連携、協力し、誘致活動を進めるよう検討する
こと。

２．沿岸部の活性化
　最も人出の多くなる海水浴シーズンは、台風や天候等により大きく影響を受けることから、
季節や天候に左右されない集客施設を計画的及び面的に整備していくための方向性を検討して
いくこと。
　また、市民団体や異業種組織の協力を得ながら進める必要があることから、市が活動の支援
や調整を行うこと。

３．観光資源の掘り起こしと新たな観光資源の創出
　「一般社団法人まきのはら産業・地域活性化センター」は、本年新たに設立されたが、観光
事業への取り組みの見える化や観光を連想・イメージできるような愛称、好感の持てるブラン
ドイメージやキャッチコピーを作ることで、全国へ積極的にＰＲ・情報発信し、今後の地域活
性化の基礎とする必要がある。
　また、今後、市内を周遊するだけでなく近隣の自治体と連携した観光ルートの造成を行い、
更なる広域的な取り組みを進めること。

４．自転車活用推進法を踏まえた施策の実施
　市町村は、区域の実情に応じて自転車活用推進計画を定めるよう努めるとされていることか
ら、市内観光・地域づくりのための利活用や安全・快適に利用するための自転車専用ライン等
の整備、シェアサイクル制度の導入などを計画に位置付け、自転車を活用した観光地域づくり
やサイクルツーリズムの推進に努めること。

　各常任委員会では、議案審査とは別に『所管事務調査事項』を定め、市の課題等について調査・
研究しています。総務建設委員会では「市の活性化と観光について」、文教厚生委員会では「生涯
健康システムの構築について」調査をし、牧之原市の課題解決に向け、市長へ提言しました。
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今号の表紙
【勝間田小学校 稲刈り体験】

勝間田保育園の年長さんと一緒
に行ったものです。地域と連携
した取り組みは貴重で、子ども
達の宝ものになることでしょう。

11月定例会の日程

議会を傍聴してみませんか

提案説明 
通告質疑

審議・採決

※補正予算連合審査会　12月16日（月）

11月26日（火）
12月６日（金）

11日（水）
12日（木）
13日（金）
20日（金）

一般質問
※13日は一般質問者数が
　13名以上の場合｝

　市議会では会議録検索システムを導入しました！
　会議録検索システムでは、キーワードや期間、発言者など検索内容を入力することで、該
当する会議録が瞬時に表示されるシステムです。本会議においては市施行時（平成17年）、
常任委員会及び議会運営委員会は平成31年１月からの会議録を検索することができます。 
　ホームページからアクセスすること
で誰でも利用できますので、ぜひご利
用ください！
　操作方法等ご不明な点があれば議会
事務局（℡53-2650）まで ご連絡く
ださい。 

会議録検索システムを導入しました！

こちらからも 
アクセス可能！ 

傍聴する

市議会で行われている会議は
全て公開です。

録画配信を見る 

一般質問はいつでもご覧いた
だけます。

会議録を見る 

ホームページで本会議や委員会
の会議録を見ることができます。

もっと市議会を知ろう！

牧之原市　議会中継 検索 クリック


